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2 Ba-9　　　　　　　　 環境教育と融合した消費者教育

○五月女　友美( 宇都宮大・院)　 赤塚　朋子( 宇都宮大)

【g 的】今日地球環境問題は，ますます深刻化を増し，それに伴い，私たち生活者にお

いては，消費スタイルの変更が求められている．そのような中で，家庭科教育においても

消費者教育の担う役割は変化しているj 消費者問題への対応ばかりではなく，環境に配慮

した消費行動のできる生活者の育成をも含む内容が求められ, 消費者教育の重要性は増し

ている，

そこで本研究では，高校生の環境配慮型消費スタイルへの意識調査を元に，高校生の消費

に対する意識を踏まえた上で, 高校家庭科として環境教育と融合した消費者教育のあり方

を模索することを目的とする.

【方法1 栃木県立高等学校定時制の生徒を対象に，アンケートを実施し，そのアンケー

ト結果を元に環境教育と融合した消費者教育の実践を行い, 授業による生徒の意識の変容

を検討した.

【結果】アンケートから環境に配慮した消費への意識･ 実践共に低いとい う結果が出た．

そのアンケート結果を元に授業実践を行い，授業前と後とでは，生徒の環境に配慮した消

費への意識に変化がみられた．

2 Ba-10　　家庭科教育におけるマルチメディアの利用

一一一調べ学習にインターネット教材を利用して一一一

阿久津由香　 佐々木和也　 ○清水裕子　 （宇都宮大）

目的　社会のあらゆる分野において、情報化が急速に進められている現在、学校教育

においても、情報化の流れは避けて通ることができない。2002 年から実施される新学習

指導要領でも、情報化社会に対応し、インターネットなどのネットワークを活用した授業

や活動を積極的に行うことが求められている。本研究では、実践授業を通して、コンピュ

ータ､マルチメディアを家庭科教育にどのように利用していけぱよいか考えることとした。

方法　「インターネットを利用した調べ学習を行っても、子ども向けのホームページ

がなかなか見つからない」、「教材を買うのは予算がかかりすぎる」等の調査時の意見（第

52 回大会発表）をもとに、インターネット上に公開できる教材を製作した。今回はイン

ターネットに公開したそれらの教材の内、小学生用教材「ミシンぬいをしよう」、「便利な

ふくろを作ろう」を宇都宮大学附属小学校の「世界でたった一つのものをミシンで作ろう」

の授業、中学生用教材「布の性質」、 砂 リーニング」、「洗たくを考える」を上三川町立本

郷中学校の「衣服材料に応じた日常着の手入れ」の授業において調べ学習に利用した。授

業の前後に児童・生徒にアンケート調査を行い、評価した。

結果　児童・生徒は、調べる内容に合わせ、一人一人が自由に教科書、資料、インタ

ーネット教材などを選択し、自ら進んで主体的に調べていた。アンケートの結果から、イ

ンターネット教材を利用することで、子どもの興味・関心を高め、生徒一人一人に応じた

学習ができることがわかった。さらに、今後は個別化への対応、内容の充実、インターネ

ットの双方向性の利用などを検討したい。
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